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才1.1当教員 佐久間 まゆみ
r日本語教育実践研究(6)」 は、 日本 語のr機 能文型」に基づ く文法教育 にっいて、
実際の教室活動を通 して研究す ることを 目的 と してい ます。中上級 レベルの学習者 を対
象 とす る 「日本語文法6A」 の授業の参与観察 と教壇実習を実施 し、 「機能文 型」によ
る日本語のコミュニケーション能力の向上 を図る授業の方法 について、実践的に学ぶ も
のです。機能文型 とい う新 しい コンセプ トによる教材作成 を主軸にすえて、教材研究や,
教案 ・補助教材等の作成方法,教 室運営の基礎などを、研究 していきます。
2005年 度春学期 の受講生は4名 で したが、別科 日木語の技能科 目、 「日本 語文法6
A」 の全祀 の機能文型 を学習項 目として、 日本語の4技 能の基礎 となる文章 ・談話の
運用力を習得 させ るための教え方を検討 し、実際の授業運営 を実践 しま した。学習者
が機能文型 を生か して 日本語の効果的な コミュニケーシ ョンを達成す るには、どのよう
な授業展開をす るべ きかにっいて、受講生は真摯に考え、実習授業 を行 うため に、教材
研究や教案作成に多 くの時間を割 き、模擬授業の 自主 トレーニングを しました。
その一成 果が、今回の小林友美 さんと伊藤美希子さんの授業報告です。 日本語教育
初心者のお二人 も、r日 本語教育実践研究(6)文 法授業実践報告2004年 度』 に収め ら
れた先輩たちの実践報告に多 くを学び、無事、それぞれの実習授業 を行いま した。
早稲 田大学日木語研究教育センターの教科書r日 木語文法61』(佐 久間 ・川本編〉
のr機 能文型」の分析 と教育については、受講者たちも、試行錯誤 を重ねつつ、多 くの
成果を上げています。学習者 が機能文型を習得する際の方法 として、 く例文一実例一練
習〉という3段 階の学習活動 を教師の発問で展開 してい く授 業の実践や、宿題の例文 の
誤用の添削等を通 して、学習者の 日本語の文法意識を活性化 させ,日 本語の コミュケー
シ ョン能力の向上を図れたことは、大 きな収穫 だと思い ます。
日本語の 「文法教育」に関する課題 は、今 なお山積 してお りますが、今後 も、機能文
型 に関す るデータの収集 と記述を継続 し、日本語の運用力を養 うための教材開発 と効 果
的 な教授法の工夫を進 めてい くことが、今後の課題 とな っています。
何 よりも、実践研究の中で学 んだ初心 を忘れ ることな く、学習者か らの反応 を謙虚 に
受 け止めて、 日々自己鍛錬を怠 らぬ姿勢を、 自ら肝 に銘 じていただ きたい と思い ます.
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